




　Ⅲ．５　補強後の耐震診断結果表

（２次診断 ）
階 Ｆｕ Ｃ Ｆ ＥＯ ＳＤ Ｔ ＩＳ CTUSD 加力方向

決定式 判定

負加力

2 1.00 1.25 1.00 0.93 0.86 0.968 0.78 0.80 ＯＫ

(5)式

正加力

1 1.00 1.06 1.00 1.06 0.95 0.968 0.97 1.01 ＯＫ

(5)式

（２次診断 ）
階 Ｆｕ Ｃ Ｆ ＥＯ ＳＤ Ｔ ＩＳ CTUSD 加力方向

決定式 判定

負加力

2 1.00 1.41 1.00 1.06 0.86 0.968 0.88 0.91 ＯＫ

(5)式

正加力

1 1.00 0.98 1.00 0.98 0.95 0.968 0.90 0.93 ＯＫ

(5)式

破壊形式の凡例

CB ：曲げ柱 CS ：せん断柱 CSS ：極脆性柱

CWB ：曲げ袖壁付柱 CWS ：せん断袖壁付柱 CWSS ：極脆性袖壁付柱

WCB ：曲げ柱型付壁 WCS ：せん断柱型付壁

WB ：曲げ壁 WS ：せん断壁

Ｘ方向 構造耐震判定指標 Iso＝0.75  Eo,Is,CTUSD は正負加力の小さい方を表示。
破壊形式

CB CS CWB WB WS WCB WCS

CB WB WS WCB WCS

CB CS WS WCB WCS

CS WB WS WCB WCS V3

Ｙ方向 構造耐震判定指標 Iso＝0.75  Eo,Is,CTUSD は正負加力の小さい方を表示。
破壊形式



　Ⅲ．６　補強後の総合所見

　補強後のFu値は、２階の両加力で1.00、１階は両加力で1.00である。
　補強後の耐震診断の結果、Is値は、１階0.97＞Iso、２階0.78＞Isoとなり、耐震判定指標値
（Iso＝0.75）を全階で上回った。

　補強後のFu値は、２階の両加力で1.00、１階は両加力で1.00である。
　補強後の耐震診断の結果、Is値は、１階0.90＞Iso、２階0.88＞Isoとなり、耐震判定指標値
（Iso＝0.75）を全階で上回った。

　ＲＣスラブを撤去後のキャンテ梁について検討を行った結果、鉛直震度Kv=1.0における応力を
短期許容応力にて満足している。

　　その他について

　　X方向について

　　Y方向について



所　長 検　図 担　当

図面名

工事名 鎌倉市立腰越保育園耐震改修工事鎌倉市都市整備部建築住宅課
縮　尺 年月日 図　番H.24.3
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鋼板内蔵ＲＣブレース補強詳細図（１）
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図面名

工事名 鎌倉市立腰越保育園耐震改修工事鎌倉市都市整備部建築住宅課
縮　尺 年月日 図　番H.24.31/50

25
0
20
9

組立筋
６－Ｄ１３

割裂防止筋
Ｄ６＠５０

乱れ防止筋
２－Ｄ１０

25
0
20
9

組立筋
６－Ｄ１３

割裂防止筋
Ｄ６＠５０

乱れ防止筋
２－Ｄ１０

25
0

組立筋 割裂防止筋
Ｄ６＠５０

乱れ防止筋

４－Ｄ１３

１－Ｄ１０

25
0
20
9

組立筋
６－Ｄ１３

割裂防止筋
Ｄ６＠５０

乱れ防止筋
２－Ｄ１０

25
0

組立筋 割裂防止筋
Ｄ６＠５０

乱れ防止筋

４－Ｄ１３

１－Ｄ１０

25
0
29
0

20
9

あと施工アンカー５２－Ｄ１９ あと施工アンカー５２－Ｄ１９組立筋
６－Ｄ１３

割裂防止筋
Ｄ６＠５０

材軸方向筋
８－Ｄ１３

ＳＴＰ
Ｄ１０＠２００

有効埋込み長さ：10da
定着長さ：20da 143 260

あと施工アンカー８－Ｄ１３

Ａ－Ａ’断面詳細図　１：４０

Ｂ－Ｂ’断面詳細図　１：４０

は既設部分を示す
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鋼板内蔵ＲＣブレース補強詳細図（２）



所　長 検　図 担　当

図面名

工事名 鎌倉市立腰越保育園耐震改修工事鎌倉市都市整備部建築住宅課
縮　尺 年月日 図　番H.24.31/50

250 209

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
２
０
－
Ｄ
１
９

あ
と
施
工
ア
ン
カ
ー
２
６
－
Ｄ
１
９

20
9
38
0

ずれ止め防止用アンカー
２－Ｄ１９

組立筋
６－Ｄ１３

割裂防止筋
Ｄ６＠５０

乱れ防止筋
１－Ｄ１０

組立筋
６－Ｄ１３

250

乱れ防止筋
１－Ｄ１０

組立筋
６－Ｄ１３

250

割裂防止筋
Ｄ６＠５０

割裂防止筋
Ｄ６＠５０

乱れ防止筋
１－Ｄ１０

組立筋
６－Ｄ１３

割裂防止筋
Ｄ６＠５０

250

乱れ防止筋
１－Ｄ１０

組立筋

250

割裂防止筋
Ｄ６＠５０

４－Ｄ１３

乱れ防止筋
１－Ｄ１０

組立筋

250

４－Ｄ１３

割裂防止筋
Ｄ６＠５０

ＳＴＰ
Ｄ１０＠２００

209290

209290

材軸方向筋
６－Ｄ１３
あと施工アンカー
６－Ｄ１３

209

ＳＴＰ
Ｄ１０＠２００

175

材軸方向筋

あと施工アンカー
８－Ｄ１３

８－Ｄ１３

材軸方向筋

あと施工アンカー
８－Ｄ１３

８－Ｄ１３

ＳＴＰ
Ｄ１０＠２００

Ｃ－Ｃ’断面詳細図　１：４０ Ｄ－Ｄ’断面詳細図　１：４０

は既設部分を示すは既設部分を示す

Ｓ－０５

鋼板内蔵ＲＣブレース補強詳細図（３）



所　長 検　図 担　当

図面名

工事名 鎌倉市立腰越保育園耐震改修工事鎌倉市都市整備部建築住宅課
縮　尺 年月日 図　番H.24.3
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鋼板内蔵ＲＣブレース補強部材リスト（１）



所　長 検　図 担　当

図面名

工事名 鎌倉市立腰越保育園耐震改修工事鎌倉市都市整備部建築住宅課
縮　尺 年月日 図　番H.24.31/20
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鋼板内蔵ＲＣブレース補強部材リスト（２）



所　長 検　図 担　当

図面名

工事名 鎌倉市立腰越保育園耐震改修工事鎌倉市都市整備部建築住宅課
縮　尺 年月日 図　番H.24.3
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（
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（
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（
B）

アンカー標準配置
アンカー打設規定範囲内に限り、適宜移動してよい。
*へりあき寸法(80)は上記を標準とするが、既存柱・梁の鉄筋位置により

（Ｂ）４ｄａ以上かつ有効埋込み深さの２倍以下

（Ａ）５．５ｄａ以上かつ有効埋込み深さの２倍以下

２．最大粗骨材寸法　：２０ｍｍ又は、２５ｍｍ

２

４．スランプ 　：２１ｃｍ

３．使用混和剤　　　：高性能ＡＥ減水剤

１．使用コンクリート：Ｆｃ＝３０Ｎ／ｍｍ

６．使用アンカー　　：ＳＤ３４５（Ｄ１９・有効埋込み深さ１０ｄａ）

５．使用鉄筋 　：ＳＤ２９５Ａ、Ｂ（Ｄ６，Ｄ１０，Ｄ１３）

コンクリートの充填性が非常に危惧される。コンクリート打設におい

　　特記仕様書による。

ては、慎重に行ない、細心の注意が必要である。このため、細径の軽

１０．施工上留意点　：補強部材は薄厚であり、配筋が細かく、高力ボルト接合部もあるため

８．使用高力ボルト　：Ｓ１０Ｔ（Ｍ２２）

９．目荒らし 　：目荒らしは、十分行うものとし、範囲、程度に関しては

７．使用鋼材 　：ＳＮ４００Ｂ（スプライスを含む）

1/30 Ｓ－０８

便バイブレータや型枠バイブレータを使用すること。

鋼板内蔵ＲＣブレース補強部材リスト（３）



図　番年月日縮　尺

図面名

工事名 鎌倉市立腰越保育園耐震改修工事

所　長 検　図 担　当

鎌倉市都市整備部建築住宅課
H.24.3

使　用　材　料　及　び　特　記　事　項
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２
２

２

１
２

１２
１

１０

６

１ １

３１１

１

２ １

１

２

２

２１

１

１

１

２

１

２
２

２

２
１

１２
１

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

ＡＢ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

ＬＬ

Ｌ

２
５

２
０

６
０

２５

－

２
０

Ｈ型綱

ｔ１

０～２

ｔ
２

３５゜

１
０

０
～
２ ４５゜

０
～
２

０
～
２

０
～
２３５゜

ＢＨ

５
０
㎜
程
度

Ｌ
ｓ

Ｌ
ｎ ｈ
’

Ｌ
ｅ

空気抜き　ビニルホース 空気抜き　ビニルホース

上部圧入口

確認口 確認口

中間部分 中間部分

圧入口及び確認口 圧入口及び確認口
圧入口

空気抜きホース

圧入ホース　３８φ

木製型枠
スポンジでシール

パイプ

スポンジでシール

圧入ホース　３８φ

無収縮モルタル圧入

モルタルでシール

桟木

スポンジでシール

モルタルでシール

無収縮モルタル圧入
スポンジでシール

モルタルでシール

空気抜きホース

無収縮モルタル圧入

無収縮モルタル圧入

圧入ホース　３８φ

はらみ防止アンカー打設＠２００

点溶接
鋼製型枠（ＰＬ－２．３㎜）

エポキシ系樹脂等でシール

エポキシ系樹脂等でシール

鋼製型枠（ＰＬ－２．３㎜）

モルタルシール

はらみ防止アンカー打設＠２００

５
０

５０５０

５
０

５０

５
０

５
０

５０

５
０

５０

Ｖ型交差部のウェブ加工についての注意点

Ｈ－２５０ｘ２５０ｘ９ｘ１４　の場合

　　ａ．ブラケット部フランジ板厚は
　　　１９ｍｍ以上とする事。

Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２　の場合

　ａ．ブラケット部フランジ板厚は
　　　１６ｍｍ以上とする事。

Ｈ－１７５ｘ１７５ｘ７．５ｘ１１　の場合

　　ａ．ブラケット部フランジ板厚は
　１６ｍｍ以上とする事。

特記事項

（１）溶接技量付加試験は日本鋼構造協会「新エンドタブ工法

（代替エンドタブ工法及びエンドタブ省略化工法）に関する

標準化方策」に示すところによる。

（２）溶接担当者は以下の条件により監督員の承諾を得た者とする
ことができる。

③過去２年間以内に、官公庁工事において溶接技量付加試験
を行い当該官公庁の監督員の承諾を得た者

①ＡＷ検定協議会による代替エンドタブに関する資格取得者
②ＪＩＳ　Ｚ　３８４１のＳＡ－２Ｆ、ＳＡ－３Ｆ及び
ＳＮ－２Ｆ、ＳＮ－３Ｆのいずれかの有資格者であって

ＡＷ検定協議会代替エンドタブ試験要領書に示す試験項目に

ついて公的試験機関で合格判定された者ただし、溶接姿勢は
下向きのみで可とする。

２－Ｂ

スカラップは溶接後≒ＦＢ－９×５０で塞ぐ（隅肉溶接）

担当者とする。（特記事項参照）
付加試験により監督員の承諾する溶接

ロ）固形タブを使用する場合は、溶接技量

残す場合は監督員と協議する。

見え隠れとなる部分でエンドタブを

グラインダー等で仕上げる。

エンドタブは５ｍｍ程度残しで切断し

イ）エンドタブは原則として鋼製（母材同質）

エンドタブ要領

とする。

１ 廻し溶接

頭付きスタッド

頭
付
き
ス
タ
ッ
ド

（注）座屈止め

（部材仕様は詳細図による）

Ｈ－２５０シリーズ　ｒ＝３５，ｒ＝１０
Ｈ－２００シリーズ　ｒ＝３５，ｒ＝１０
Ｈ－１７５シリーズ　ｒ＝３５，ｒ＝１０

改良スカラップ

（注意）：工法選択は鉄骨製作工場の溶接施工管理技術者の配置、施工実績等を考慮して監督員の承諾する工法とする。

化粧　　※＝２０ｍｍ程度（打合わせの事）
標準　　※＝３０ｍｍ

特記事項：

Ｈ
型
綱

Ｈ型綱 Ｈ型綱

Ｈ
型
綱

Ｈ
型
綱

Ｈ
型
綱

Ｈ
型
綱

２－Ｍ１６（Ｈ－１７５）
ＨＴＢ　２－Ｍ２０（Ｈ－２００，２５０）

Ｈ型綱

Ｈ
型
綱

Ｈ
型
綱

※

※

※

※

※

※

※

※
※

※

※

※

外部側 内部側

特記事項：（注）座屈止め材の有無は詳細図による。

（
仕
様
・
ピ
ッ
チ
は
詳
細
図
に
よ
る
）

頭
付
き
ス
タ
ッ
ド

（仕様・ピッチは詳細図による）
頭付きスタッド

（注）座屈止め

（部材仕様は詳細図による）

エンドタブ要領

イ）エンドタブは原則として鋼製（母材同質）

とする。

エンドタブは５ｍｍ程度残しで切断し
グラインダー等で仕上げる。
見え隠れとなる部分でエンドタブを

残す場合は監督員と協議する。

ロ）固形タブを使用する場合は、溶接技量

付加試験により監督員の承諾する溶接
担当者とする。（特記事項参照）

樹脂アンカーと頭付きスタッドのラップ長さ（Ｌ）は、

樹脂アンカーの首下長さ（Ｌｎ）の１／２以上、

かつ頭付きスタッドの首下長さ（Ｌｓ）の１／２以上とする。

Ｌ≧ｍａｘ（Ｌｎ／２，Ｌｓ／２）

ｈ’　：圧入モルタルのせい

Ｌｓ　：頭付きスタッドの首下からの長さ

Ｌ　　：アンカー筋と頭付きスタッドのラップ長（首下）

Ｌｅ　：アンカー筋の有効埋め込み長さ

Ｌｎ　：アンカー筋の頭付き首下からの長さ

あと施工アンカー

Ｌｎ
＜必要Ｌｎ＞

クリア
ランス
　ｈ’

頭付きスタッド
＜必要Ｌｓ＞

Ｌｓ　　　［呼び長さ］

ラップ長
Ｌ

６０

８０

１３０

１６φダブル＜９６＞
１１０　　［１２０］

１６φダブル＜９６＞
１９φダブル＜１１４＞
１９φシングル＜１１４＞
１４０　　［１５０］

Ｄ２２または２２φ＜１３２＞
Ｄ１９または１９φ＜１１４＞

１１０
Ｄ１６または１６φ　＜９６＞１６０

２００
１４０

２５０
Ｄ１９または１９φ＜１１４＞
Ｄ２２または２２φ＜１３２＞

１９０

１９φダブル＜１１４＞
１９φシングル＜１１４＞
１９０　　［２００］

※ 上表は参考値であり、施工現場の状況により「既存鉄筋コンクリート造建築物の

ＳＮ４００Ｂ　規格品

国土交通大臣認定のＭグレード以上の認定工場とする。　※

ＪＩＳ　Ｋ５６７４　鉛・クロムフリーさび止めペイント

躯体、モルタル、無収縮モルタル、コーキング等に接する部分には

塗装しないこと

普通コンクリート　設計基準強度：Ｆｃ＝２１Ｎ／㎜　以上

として、仕様書・詳細図等で指定された設計強度材料とする。

無収縮モルタル　　設計基準強度：Ｆｍ＝３０Ｎ／㎜　以上

樹脂アンカー：メーカーにより素材強度が保障されたもの

１）Ｈ型鋼材及びスパイラル筋の材料加工に先立ち躯体寸法を実測

し、これらの部材を実状に合った寸法とする。

２）補強部材と既存コンクリート躯体との接触面については既存躯

体面を目荒らしとし、コンクリート叉はモルタル打設前に充分

水湿しを行う

３）あと打コンクリート：普通コンクリートとして計画施工する

４）無収縮モルタル圧入：鉄骨枠と躯体との間に圧入する

５）スパンが５Ｍを越える場合には圧入口を２箇所以上設けること

６）樹脂アンカー埋込孔は、既存躯体の鉄筋を探査のうえ、鉄筋を

避けて穿孔すること

７）アンカーボルト埋込み深さ　７ｄａ以上とする

８）スパイラル筋　６φを９φ・Ｄ６・Ｄ１０としても可

９）その他：特記仕様書による

重ね代はスパイラルフープ規準に準ずる

樹脂アンカーの頭との中心に配置する事。
スパイラル筋は、頭付きスタッドの頭と

追加し重ね打ちを繰り返す。

孔口より樹脂混合物があふれるまでカプセルを

この場合、規定以上の樹脂が必要となるので、
その時の傾斜角度は、３０°以内を目安とする。

ドリルを傾けて、孔入口はそのまま再穿孔する。

② 傾斜穿孔…鉄筋との干渉を避けられるだけ、

方法　①　位置の移動…別位置に再穿孔する。

傾斜穿孔位置の移動

し指示を得ること。

③ ①②の方法で対処できない場合は、監督員と協議

るまでカプセルを追加し重ね打ちを繰り返す。

を挿入し再度撹拌し孔口から樹脂混合物があふれ

撹拌する。ただちにボルトを引き抜き、カプセル

② 重ね打ち…所定のカプセルを挿入しボルトで

方法　①　位置の移動…別位置に再穿孔する。

カプセルの重ね打ち

ＭＡＸ３０゜

ホースは打設側小口を上向きにする。

・空気抜きは内径２０φ程度とし、又、

・圧入口は内径３８φ程度とする。

注）　①～⑧圧入順序をあらわす

ＨＴＢ　２－Ｍ２０（Ｈ－２００，２５０）

ウェブ隅肉廻し溶接

詳
細
図
に
よ
る

全ネジボルトＭ２０

Ａ　裏当て金の場合 Ｂ　裏はつりの場合

Ａ部詳細 Ｂ部詳細 Ｃ部詳細 Ｄ部詳細

アンカーラップ要領図

ｔはｔ１，ｔ２の薄い方

１ ２ ３ ４

⑤－⑤部要領図④－④部要領図

躯体仮止め要領図 ③－③部要領図

改良スカラップ工法 ノンスカラップ工法

使　用　材　料　及　び　特　記　事　項

使用鋼材

塗　装

鉄骨製作工場

使用コンクリート

使用モルタル

あと施工アンカー

注意事項

スパイラル筋位置図 鉄筋への干渉 ジャンカ対策

鋼製型枠要領図木製型枠要領図

ブレースによる補強の場合の圧入口・空気抜き口

改良スカラップ工法 ノンスカラップ工法

鉄骨枠付きブレース加工要領図

鉄骨枠付きブレース溶接要領図

あと施工アンカー・グラウト工事要領図

突合せ溶接部における溶接姿勢は全て下向きとする。

（注）座屈止め （
仕
様
・
ピ
ッ
チ
は
詳
細
図
に
よ
る
）

（仕様・ピッチは詳細図による）

但し、下記　　の条件を
満足すること。

但し、下記　　の条件を
満足すること。

廻し溶接

（注）座屈止め

特記事項：（注）座屈止め材の有無は詳細図による。

２－Ｍ１６（Ｈ－１７５）

ウェブ隅肉廻し溶接

高ナット

耐震改修設計指針　同解説」　に従って施工計画を作成し、監督員の承諾を得る

・Ｌｓ≦（２／３）ｈ’のときは、Ｌｎ≧２（ｈ’－Ｌｓ）

・Ｌｓ≧（２／３）ｈ’のときは、Ｌｎ≧ｈ’－Ｌｓ／２

目荒し（密着度増）

スパイラル筋

詳
細
図
に
よ
る

２

２

８７

４

２ １ ３

５

６

３
０
０

（単位：㎜）あと施工アンカーと頭付きスタッドの仕様例

２－Ｂ

２－Ａ

２－Ａ

１
５
０

ＦＧ

５００５００

あと施工アンカーの埋め込み深さは、構造躯体（地中梁）への

　有効寸法とする。（原則として７ｄａ以上として既存調査が必要）

アンカー埋込長７ｄａ以上（既存地中梁内）
既存床コンクリート厚

△地中梁天端

▽１ＳＬ

普通コンクリートＦＣ＝２１Ｎ／ｍ㎡以上

その他不良部分が出た場合は監督員と協議する。

　既存土間配筋にて復旧とする。

土間スラブ補強に伴い既存鉄筋斫り出し撤去の上
　まで土間コンクリートを撤去する
地中梁天端に土間コンクリートがある場合は梁天端

フレア溶接（１０ｄａ以上）
既存土間鉄筋

タテヨコ共土間配筋同仕様、同ピッチ新設

▽１ＳＬ

△地中梁天端

既存土間コンクリート厚
厚０．１５ホ゜リエチレンフィルム敷込
＋厚１００再生採石転圧敷込

既存土間ハツリ改修範囲ＦＧ置きスラブ（構造床）の場合の施工要領図

接着系アンカー

ウレタン系コーキング
（速乾性）

無収縮モルタル圧入

パッキング

　外　部 　内　部

Ｄ１３－＠土間配筋同ヒ゜ッチ
接着系アンカー

接着系アンカー

アンカー埋込長７ｄａ以上

ウレタン系コーキング
（速乾性）

無収縮モルタル圧入

パッキング

　外　部 　内　部

③

④

⑤

特記事項：（注）座屈止め材の有無は詳細図による。

（仕様・ピッチは詳細図による）

（注）座屈止め

（部材仕様は詳細図による）

頭
付
き
ス
タ
ッ
ド

（
仕
様
・
ピ
ッ
チ
は
詳
細
図
に
よ
る
）

（注）座屈止め

頭付きスタッド

ａａ

②

①

Ａ Ｂ Ｃ

１２５

１００

８７．５－９

－９

－１２ＰＷＬ

ＷＰＬ

ＬＰＷ

－１６

－１９ＰＬＦ

ＬＦＰ

ＦＬＰ－１６

Ａ部

（部材仕様は詳細図による）

外部側 内部側

ｂ．座屈止め

Ｃ部

頭
付
き
ス
タ
ッ
ド

（
仕
様
・
ピ
ッ
チ
は
詳
細
図
に
よ
る
）

ａ

ａ

ａ

Ｂ部

（Ｈ綱）

寸　法プレート

特記事項：（１）ａ部寸法は最小１８０ｍｍ～最大２４０ｍｍとして、

標準寸法は２００ｍｍとする。（詳細図参照）

（２）ｂ．座屈止め材の有無は詳細図による。

□ Ａ，Ｂ，Ｃ部詳細図内の記号は以下による

②－②断面

内部側

外部側

（各部長さ寸法は詳細図による）

Ｈ－２５０×２５０×９×１４　

Ｈ－２００×２００×８×１２　

Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１

鋼　　材

ｂ．座屈止め

Ｄ部
（仕様・ピッチは詳細図による）
頭付きスタッド

仮止め用金物
高ナット
全ネジ（Ｍ２０）

（
各
部
高
さ
寸
法
は
詳
細
図
に
よ
る
）

ＳＬ

内部側

ａ

ＳＬ ａ

外部側

①－①断面

（仕様・ピッチは詳細図による）
樹脂アンカー

土間スラブの場合の施工要領図

注）図中　頭付スタッドおよび樹脂アンカー仕様・ピッチはブレース詳細図による

Ｐ

２－Ｂ

２－Ａ

２－Ａ２－Ｂ

アンカーボルト：ＪＩＳ　Ｇ　３１１２　３種

　ＳＤ３４５　規格品

スパイラル筋　：ＳＲ２３５（６φ）　同等品以上

頭付きスタッド：ＪＩＳ　Ｂ　１１９８　規格品

引張強度　４００～５５０Ｎ／ｍ㎡

１
５

１
５

２２ ２２

２
５

２
２

２
２ ２
２
．
５

２
２

部
材
寸
法
に
よ
る

無収縮モルタル注入

詳
細
図
に
よ
る

部
材
寸
法
に
よ
る

部材寸法による

Ａ部詳細図

開口付き鉄骨枠付きブレース補強要領図

ＰＬ－２２

ＰＬ－２２

ＰＬ－２２

ＢＰＬ－２２

ＰＬ－２２

ＢＰＬ－２２

ＰＬ－２２

ＰＬ－２２

ＰＬ－２２

Ａ

特記事項：（注）座屈止め材の有無は詳細図による。

（
仕
様
・
ピ
ッ
チ
は
詳
細
図
に
よ
る
）

頭
付
き
ス
タ
ッ
ド

ＰＬ－２２

ＢＰＬ－２２

アンカーボルト（ナット付）
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　特記事項

　２．鉄骨枠材は、四周無収縮モルタル充填とする。

　１．施工に先立ち、既存躯体を実測のこと。
　また、地中梁天端を確認すること。

　３．新設鉄骨部材は、SN400Bとする。
　４．仕口プレートは、SN400Bとする。
　５．無収縮モルタルは、Fm=30N/mm2以上とする。
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